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1．は じめに

　 突風被害 の 空問 ス ケール は
一

般 に 10km 程度 の

ス ケ
ー

ル の 親雲に比 べ て 非 常に小 さい 。こ の よ う

な突風 の 統 計的性質 を明 らか にす る こ とを 目的

と して 、前回 と同様（谷脇他、2009 ，2010）に 山形

県庄 内 平野 の 第 二 最上 川橋 梁沿 い に 設 置 した超

音波風速計列か ら突風 の 条件付 き抽出を行 い 、突

風 の 自己 ・空間相関を求めた。

2．観測概要 と解析方法

　 山形 県庄 内平野の 第二 最上橋梁に 南北 1km の

線状に 12 基 の 超音波風速計が設置 されて い る c

こ の 周辺 は、防風柵を除き平坦 な土地 が広 が っ て

い る。超音波風速計は風速 の 3 成分を O．25 秒 間

隔で 取得する。超音波風速計 の デー
タ は 2006 年

3 月〜2009 年 3 月まで の もの を使用 した 。

　 超音波風速計の データを 2 分移動平均 して乱流

変動成分を除去 した後、ピーク が 20m ！s を超 える

三 角波 を突風 イ ベ ン トと し て 条件 付 き抽 出 し た

（谷脇他、2009，2010）。 観測期間中、突風 イ ベ ン

トは 述べ 約 9600 個抽 出 され た 。 抽出 され た突風

イ ベ ン トの 規模 を評価す るため、気象擾乱 の 影響

が 大 きい と思われる
一

日あた り 20 回以下検出 さ

れ た 日と、 季節風にか かわ る と思われ る
一

日あた

り 20 回以上検 出され た 日 に わ けて 自己相関係数

と空間相関係数を求 めた 。 各セ ン サ
ー

は 別個 に記

録 され て い るた め 、 各風 速計 の 同時性を保 つ た め、

データは 10 秒平均値 よ り解析 した 。 空間相関の

基 準点は最南端の 風速計か ら200m ほ ど北 にあ る

No ．3 の 観測点を用い た。

3．結果

　図 1は 風速計 No ．3 にお け る
一

日 当た りの 突風

発生回数が 20 回以 上 と 20 回未満 の 突風イベ ン ト

時 の 自 己 相関係数を示 す 。
こ の 積分時間ス ケール

は 、20 回以上 の場合が 13．7 秒 、20 回未満 の 場合

は 23 秒 とな っ た 。 突風イベ ン トの 平 均風速 をそ

れ ぞれ 13 ．Om ！s と 11．3mfs とす る と、積分特性距

離は 177m と 256m にな り、気象擾乱に 伴 う突風

の 方が、ス ケ
ー

ル が 大 き か っ た 。 図 2 に 示す空間

相 関係数 に つ い て 同様 に積分特 性 距離 を求 め る

と 20 圓以 上 の 場 合は 18．5m とな り、 20 回未満 の

揚合 は、20．7m とな り、
い ずれ の イベ ン トも縦長

の ス ケール で あ る こ とが わ か っ た 。

邸

図

1

0．5

0

・突風発 生 回数 1巨20回 以 上

突風発 生 回数 1目20回未 満

”，’・．，．

．
，．，9 ＿ ＿

＿
＿ ＿

1

0 40　　　 80

　　　 Z （sec ．）

120

図 1 突風 イ ベ ン トの 自己相 関係数
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図 2 突 風 イ ベ ン トの 空間相関係数
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